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 i.今 回の発表 では、次の点を申心 にして、意味論研究の現状 と展望 について まとめてみた。
(D意 味論研究の現状 と展望を考えれば、なぜ、 『形式意味論」 なのか。(2)形 式意味論の成立
の経緯(3)形 式意 味論の最近(概 ね、1980年 以降)の 展開 と今後の可能 性
 厂形式意味論』(Formal Semantics)と い う用語は目新 しL、もので あるが,こ こでは、明示的
な意味論 を備 えた文法の形式 的枠組を指す と考 えることにす る。 ただ し、 ここでいう意味論 と
は、いわゆる、 r語 用論」をも(可 能な限 り)包 摂す るもので ある。
 伝統的な生成文法の枠組では、`SYNTAX'が 文法体系の中で中心的な特別 の位置を与え られ、
`SEMANTICS'は、それ と(解 釈規則により)派 生 関係で結 び付 けられてい るにすぎない。しか
し、我々に とって意味論 とは、発話 とLて の言語形式 と意味 との対応づ けという一般的な悶題
自体 にかかわ って おり、 このよ うな文 法の構図 はもはや容認 されない。
 2。 この形式意味論研究 は、直接的には、 モンタギ晶一 の業績 に源を発 してい る。 しか し、
形式意味論 の発展情況 を考 えると、た とえ便宜 的にせ よ、 それ を指すのに引続 きこの故 人の名
を使 うのは、 もはや、適当ではな くな ってい る。
 今 日の観 点から考 える と、モ ンタギx● 流の意味論の最 も重要 な特質 は、 自然言語に対 して
モデル論的意味論の考 えを明確 な形で導入 したことである。 この基本的考 えに基づ けば、 自然
言語の意味論研究 は、言語表現 と世界の中の対象 との関係 を組織立 った仕方で規定す ることに
あ り、 それは数学上のモデル論の方策 に依拠 して実行 され る。 この ように、モ ンタギx● 意味
論 は、 モデル論的意味論 の1つ として包摂 される点に注意す ることが重要で ある。
 3、 概 ね、1980年 代 に な る と、 形式 意 味 論研 究 にい くつ か の 新 しい動 きが 明確 な形 で現 れ始
め た。 その1つ は、 「一 般 量 化子 理論 』(Generalized Quantifier Theory)で あ り、 この理論 的
展 開 は、 自然 言 語 にみ られ る 「普遍性 」 の問題 に対 して意 味論 的 観 点 か らア プ ロー チす る こ と
の重 要 性 を示 して い る。
 他の2つ の重要 な展開は、 「意味」 に対す る見方 に関す るモンタギュー流の意味論の基本的
問題点 に関連 している。 それ らの問題は、次のように整理 され る。(1)動 的 な意味解釈 の悶題
(コ ンテクス トにかかわ る要因の取 り扱い)(2)「 部分性』(partiality)の 問題
(i)は 、直接 的には、 「指標理論」に基づ くモンタギュー の指示詞 の定式化 の欠陥 に対応
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す る。 しか し、 問題は、単{‾指 示詞に限 らず、一般的には、 コンテ クス トや話 し手の意図 など
のいわゆる語 用論 的要因 をいかにして形式意味論 の内に"積 極的"に 取 り込 んでい くか とい う
ことにある。 この課題 に対す る重要な手がかりとしては、代名詞の用法や照応 の問題 が ある。
この点 に関 しては、「デ ィス コース表示理論」(Discourse Representation Theory)等 の最近の
新 しい枠組に基づ く多 くの注 目すべ き研究 があ る。
 (2)の 問題は、 「可能世界」 とい う(形 式的)装 置に依拠 してい るモンタギ ュー意味論の基
本的難 点であ り、 単に、命題態度の形式的取 り扱 いの問題 に限定 されるのではな く、新 しLo形
式意味論の可能性を切 り開 く上で極めて重大であ る。意味の研究は、我々の 「心」の 問題 を形
式的に分析す る"窓 口"で あ り、最近の形式意味論研究 は、AI研 究者や 自然言語の機械処理
に従事す る研究者 との密接 な交流を通L'て 、認知 的問題 を関心の中心 においている。 この問題
を自然言語の意味論の観点 から形式的 にアプローチする出発点 とな るのは、言葉 の中心 的働 き
が構報(lnformat1on)を 伝 えることにあ るとい う点 であ る。
 モデル論的意味論を 自然言語 に適用する際には、言語表現 に対応づ けられ る意味的対象は、
世界の構成 に関す る従来 の数学 的対象 と?うよりは、それについての我々の知識に関す る情報
論 的対象(蚣formation-the⑪re也lc object)で ある。そして、情報 は、 本質的に"partial"な 対
象 であ る。我々は、 限定 され海言語行為の場にあってさえも、世界の構成 の有様に対 して"全
偉 鰹 な知識 を持ちえない。 このように、今 日の形式意味論 が情報の形 式的理論へ と展 開 して
い く中で、r部 分性』の悶題は意味論の基本的問題 となってお り、形式意味論の新 しい枠組 の
1つ である 「デー タ意 味論』(Data Semantics)や 現在の形式意 味論の中で中心的役割 を担 って
いると考 えられ る 「状況意味論 』(Situation Semantics)に おいて、 この問題 は中核 的な位置づ
けを与 えられ てい る。
 4。 以上の形式意味論 の共通の同時的展開の射程は、意味論 を構築す る基礎的な数学 的道具
立 てに関す る"深 淵9)な 闍題に まで及んで くる。我々は、従来、 モデル論的意味論を形式的道
具 として用い、 世界(リ ア リィテ ィ)の 構成を数学の集合論 の手法によ り規定 してきた。 しか
し、我 々の意味的対象 はもはや認知的対象である。 モデル論 的意味論を自然言語 に適用す る際
には、改めて、数学上のモデル論 自体に内在す る"人 工物"を 排除 しなければな らない。問題
の中核は、結局の ところ、従来の 「集合論」 自体にあると予想 され る。 この"ロ マン"に 満 ち
た問題に対 しては、現在、 「状況理論」(Situation Theory)の 名の もとに研究が進行 中である。
(自然言語 の)意 味論 に対 する"論 理的"/"心 理的"ア ブmチ とい う二分法は、 もはや、
意味を失いつつある。 (し らいけんい ちろう、中京大学)
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